
墨 田 区（報道） 

                  令和４年8月30日 佐藤 

～ まだ使える物は、廃棄せずにリユースして新しい持ち主のもとに ～ 

夏休み終盤！すみだ子どもＰＲ大使
が「粗大ごみのゆくえ」について学習 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《写真》 

①積込作業体験の様子      ②破砕作業見学の様子      ③リペア作業見学の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

本日、すみだ子どもＰＲ大使５名が、すみだ清掃事務所（墨田区業平5-6-2）を訪れ、区が行う粗大ご

みのリユースの取り組みについて学習しました。 

まずは、職員からごみの種類や、分別について、スプレー缶やお菓子の袋、壊れた傘などがどのごみに

属するかなど、クイズ形式で学びました。 

続いて、子どもたちは、ごみ収集車への積み込み体験を行いました。「どのくらいの量を積むことがで

きるか」「収集作業は何人で行っているのか」「ごみの収集で気を付けていることはあるか」などといった

質問を投げかけ、区のごみ収集の現状について学びました。 

その後、向島にある粗大ごみのストックヤードに移動し、処分された粗大ごみを破砕する作業を見学。

ヘルメットを着用した子どもたちは、ベッドや木製の棚など、破砕車がバリバリと大きな音を立てて圧縮

していく作業を間近にして、興味深く見学していました。 

一方、区では、粗大ごみとして捨てられたものから、まだ手を入れれば使えるものを再度使えるように

修理し、希望者に無償で提供する取り組みを実施しています。破砕作業の見学を終えた子どもたちは、そ

のリペア作業を行っているすみだ清掃事務所業平待機所（墨田区東駒形4-15-15）に移動。粗大ごみがリ

ユース品として生まれ変わる作業場を見学しました。 

再び生まれ変わった家具などを展示し、新たな持ち主に引き渡しが行われる、すみだリサイクルセンタ

ー（墨田区横川5-10-1-111）に移動し、そこに並ぶたくさんの家具や楽器などのリユース品を目の当たり

にし、「ごみで捨てられたものには見えない！」と終始感嘆していました。 

粗大ごみのゆくえを学んだ子どもたちは、すみだ清掃事務所に戻り、今年度から区が新たな粗大ごみの

リユース手段として活用しているリユースサービス『おいくら？』についての説明を受けました。これは、

リサイクルショップなどと連携し、まだ使えるものを買い取ってもらうサービスです。「利用者はごみ処

理のお金を払わずに済む」「区は粗大ごみの量を減らせる」「買い取り事業者は商品を仕入れることができ

る」とそれぞれにメリットがある新しい取り組みに、子どもたちも興味深く説明に耳を傾けました。 

活動を終えた子どもたちからは、「たくさんの粗大ごみが捨てられていることに驚いた」「まだ使えそう

なものは捨てないようにしたい」「使えるものは『おいくら？』を使ってごみにならないようにしてほし

い」と、感想をまとめました。 

今後のすみだ子どもＰＲ大使の活動は、大相撲９月場所の裏側について取材、ＰＲする活動を予定して

います。 



 

《問合せ》企画経営室広報広聴担当 03-5608-6220 

☆お問合せは、午後６時までにお願いいたします。（広報広聴担当 ℡ 03-5608-6220） 

 

《参考》「すみだ子ども PR 大使」について 

すみだの魅力を幅広く発信する特命大使で、令和４年５月に実施したワークショップ修了後、区長か

ら「すみだ子ども PR 大使」に任命される。 

概要：https://www.city.sumida.lg.jp/kuseijoho/kouhoukatudou/kodomo-pr-taisi/gaiyou.html 

対象：区内在住の小学３年生～６年生（令和４年度任期：令和５年３月末まで） 

人数：２１名(４期生：１０名、５期生：１１名) 

 

《参考》区の粗大ごみリユースに関する取り組み 

https://www.city.sumida.lg.jp/kurashi/gomi_recycle/kateikei/gomi_dashikata/sodaigomi.html 

https://www.city.sumida.lg.jp/kuseijoho/kouhoukatudou/kodomo-pr-taisi/gaiyou.html
https://www.city.sumida.lg.jp/kurashi/gomi_recycle/kateikei/gomi_dashikata/sodaigomi.html

